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う
に
、今
、市
で
特
に
力
を
入
れ
て
い
る
の

が
次
の
４
つ
の
取
り
組
み
で
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
に
も
、ど
う
す
れ
ば

将
来
に
負
担
を
か
け
ず
に
、住
み
よ

い
狭
山
市
を
引
き
継
い
で
い
け
る
の
か
を
、

ぜ
ひ
一
緒
に
考
え
て
欲
し
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
、ま
ず
は
、財
政
状
況

に
関
心
を
持
つ
こ
と
が
必
要
で
す

ね
。今
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

28
年
度
決
算
と
29
年
度
上
半
期
の
予

算
、財
産
、基
金
の
状
況
を
公
表
し
ま
す
。

日
時
11
月
１
日
㈬
〜
30
年
１
月
31
日
㈬
、

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

場
所
市
役
所
１
階
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、

地
区
セ
ン
タ
ー
、図
書
館

な
ぜ
、こ
の
先
、財
政
運
営
が
安
心

だ
と
は
言
え
な
い
の
で
す
か
？

そ
れ
は
、今
後
、市
税
収
入
の
減
少

と
支
出
の
増
加
が
予
想
さ
れ
る
か

ら
な
の
で
す
。

28
年
度
は
、市
税
収
入
が
増
え
て

い
る
ん
で
す
よ
ね
？

確
か
に
そ
の
と
お
り
で
す
が
、今

後
も
同
じ
状
況
が
続
く
と
は
限

り
ま
せ
ん
。そ
の
理
由
は
、日
本
の
人
口
が

減
っ
て
き
て
い
る
の
と
同
じ
よ
う
に
、狭

山
市
の
人
口
も
減
っ
て
お
り
、平
成
47
年

に
は
市
の
人
口
は
約
12
万
２
千
人
に
な
る

と
推
計
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
す（
グ
ラ
フ

１
）。中
で
も
、多
く
の
税
金
を
納
め
て
い

る
生
産
年
齢
人
口（
15
歳
〜
64
歳
）は
、平

成
28
年
と
比
べ
約
２
万
６
千
人
も
減
少
し
、

個
人
市
民
税
な
ど
市
税
収
入
も
減
少
す
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

今
後
、歳
入
が
増
え
る
こ
と
は
難

し
い
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。ほ
か

に
も
課
題
が
あ
り
ま
す
か
？

市
税
収
入
の
減
少
に
加
え
、歳
出

で
一
番
大
き
な
割
合
を
占
め
る

民
生
費
の
大
幅
な
増
加
も
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す（
グ
ラ
フ
２
）。こ
れ
は
、医
療
や
介

護
な
ど
の
社
会
保
障
に
要
す
る
費
用
が
増

え
て
き
て
い
る
こ
と
が
大
き
な
理
由
で

す
。高
齢
化
の
進
行
な
ど
に
よ
り
、今
後
ま

す
ま
す
増
え
て
い
く
こ
と
が
見
込
ま
れ
て

い
ま
す
。古

く
な
っ
た
学
校
や
公
民
館
な
ど

の
改
修
も
必
要
で
は
？

財
政
の
課
題
と
今
後
の
財
政
運
営

財
政
の
課
題
と
今
後
の
財
政
運
営

公
共
施
設
は
災
害
時
の
避
難
場

所
で
も
あ
る
の
で
、市
民
の
皆
さ

ん
が
安
全
に
利
用
で
き
る
こ
と
が
必
要
で

す
。し
か
し
、こ
の
ま
ま
全
て
の
施
設
で
改

修
な
ど
を
実
施
し
て
、保
有
し
続
け
て
い

く
た
め
に
は
、年
平
均
で
約
46
億
５
千
万

円
も
の
費
用
が
必
要
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。こ
の
た
め
、市
で
は
、公
共
施
設
の
再

編
を
計
画
的
に
進
め
て
い
こ
う
と
し
て
い

る
の
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
多
く
の
お
金
が
必

要
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

市
の
貯
金
を
使
う
こ
と
は
で
き
な
い
の
で

す
か
？

確
か
に
、
市
に
は「
財
政
調
整
基

金
」と
い
う
貯
金
が
あ
り
ま
す
。こ

れ
ま
で
も
不
足
す
る
財
源
を
補
う
た
め

に
、こ
の
貯
金
を
取
り
崩
し
て
や
り
く
り

を
し
て
き
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
、こ
の
貯

金
を
上
手
に
使
っ
て
い
き
ま
す
が
、全
て

を
使
っ
て
し
ま
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

災
害
な
ど
の
予
測
で
き
な
い
事
態
に
備
え

て
残
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら

で
す
。

28
年
度
の
決
算
だ
け
見
れ
ば
、市

の
財
政
は
安
心
と
思
え
る
け
れ

ど
、将
来
的
に
は
、厳
し
く
な
り
そ
う
で
す

ね
。市
民
一
人
ひ
と
り
が
で
き
る
こ
と
は

あ
り
ま
す
か
？

将
来
も
市
民
の
皆
さ
ん
が
狭
山
市

で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
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【グラフ2　個人市民税と民生費の決算額の推移】

128億円

181億円

102億円
87億円

民生費（支出）民生費（支出）

個人市民税（収入）個人市民税（収入）

市
の
財
政
状
況
を
公
表
し
ま
す

市
の
財
政
状
況
を
公
表
し
ま
す

問
合
せ
財
政
課
へ
内
線
７
１
１
２

① 

働
く
世
代
の
増
加
…
企
業
の
誘

　

 

致
、雇
用
の
創
出
、子
育
て
支
援
、

　

  

教
育
の
充
実
な
ど

② 

財
源
の
確
保
…
ふ
る
さ
と
納
税

　

 

制
度
の
活
用
な
ど

③ 

支
出
の
見
直
し
…
事
業
の
整
理
・

　

 

統
合
・
廃
止
な
ど

④ 

公
共
施
設
に
係
る
財
政
負
担
の

　

 

軽
減
と
平
準
化
…
公
共
施
設
等

　

 

総
合
管
理
計
画
の
推
進

高齢者人口

年少人口

【グラフ1　年齢階層別人口比較】
人口15.9万人人口15.9万人

10.9万人10.9万人

人口15.4万人人口15.4万人

人口12.2万人人口12.2万人

9.3万人9.3万人

6.7万人6.7万人
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口
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口

※平成47年は狭山市人口ビジョンによる推計

各年1月1日現在

　　●水道事業会計●水道事業会計　 ●下水道事業会計

　　平成28年度末の給水戸数は66,514戸で、給水人口
は151,658人となり、前年度に比べ戸数が621戸増加し
た半面、人口は752人の減少となりました。
　　水道料金などによる収入は、前年度比0.8％減の
27億4,858万415円、年間配水量は1.2％減の
17,106,893㎥で、そのうち実際に水道料金徴収の対象
となった水量は0.8％減の16,255,083㎥となりました。

　　水道事業と下水道事業は、利用者からの使用料などによって経営しており、その会計は、収益的収支（※1）と資本

的収支（※2）から成り立っています。近年、節水意識の高まりや人口の減少などで水の需要が減ってきており、28年度

の決算状況からは、両事業とも営業収益が減少し、経営状況は厳しさを増していることが明らかになりました。

　　今後は、将来にわたる安定的・継続的な事業経営をしていくために、中長期的な経営の基本となる経営戦略計画に

基づき、健全化に取り組んでいきます。

２８年度公営企業会計決算状況２８年度公営企業会計決算状況

◆収益的収入と支出
　　収入の主なものは水道料金収入で、前年度に比べて
2.8％減り、支出の主なものは県から水を購入するための
経費で、前年度に比べて4.1％増えました。

収　入 支　出

33億187万2,624円 27億8,340万1,379円

◇資本的収入と支出
　　収入の主なものは借入金で、前年度に比べて8.6％減
り、支出の主なものは工事費や国から借り入れている借
金の返済金で、前年度に比べて51.3％減りました。

収　入 支　出

6億1,460万1,920円 14億1,046万6,095円

◆収益的収入と支出
　　収入の主なものは下水道使用料で、前年度に比べて
0.2％減り、支出の主なものは減価償却費や流域下水道
管理費などで、前年度に比べて1.4％減りました。

収　入 支　出

33億2,753万3,828円 31億4,871万3,950円

◇資本的収入と支出　　
　　収入の主なものは借入金で、前年度に比べて16.7％
増え、支出の主なものは工事費や国から借り入れている
借金の返済金で、前年度に比べて5.5％増えました。

収　入 支　出

6億800万8,190円 17億5,854万2,131円

※1　収益的収支…水道料金や下水道使用料などの収入と、人件費や維持管理費、減価償却費、借入金（企業債）の利子

など事業運営に必要な支出です

※2　資本的収支…事業の資産を取得するための財源となる企業債などの収入と、施設や設備の建設改良などに必要とな

る支出です。なお、資本的収支の不足額は、内部留保資金（経営活動で得た利益のうち、企業内部へ

留保され蓄積された資金など）で補てんしています

特定の歳入歳出を、一般の歳入歳出と区別するための会計です

特　別　会　計特　別　会　計

特別会計名 歳入（増減率） 歳出（増減率）

国民健康保険 197億2,462万円　 （△3.6％） 194億135万円 　（△3.3％）

狭山市駅東口土地区画整理事業    4億4,681万円 （△16.1％）   3億1,540万円 （△11.9％）

介護保険  96億7,744万円 　　　（5.5％） 89億4,876万円 　　　（3.2％）

後期高齢者医療  17億5,752万円 　　　（6.5％） 17億4,334万円 　　　（6.6％）

問合せ経営課へ内線2721

　　入間川地内の市街化区域と市街化調整区域第4期
事業として下水道の整備を行った結果、平成28年度末
現在、下水道を使用できる面積は1,915.47ヘクタール
で、146,045人分の処理が可能となりました。このうち下
水道に接続している人数は143,766人、戸数は61,781
戸で、水洗化している割合は98.4％となりました。


